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右
は
角
行
師
、
下
段
右
は
光
清

師
の
墓
碑
で
す
。 

 

左
は
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る

角
行
師
の
御
尊
像
で
す
。
立
行
を

さ
れ
て
い
る
御
姿
で
は
な
く
、
僧

形
で
座
禅
を
組
ま
れ
て
い
る
御
姿

は
希
少
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 

●
海
蔵
寺 

 

文
京
区

向
丘

2
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食
行
身
禄
師
の
墓
所
が
あ
り
ま

す
。
烏
帽
子
岩
で
の
御
入
定
後
、

御
分
骨
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
で
も
身
禄
師
の
御
遺
骸
は
、
烏

帽
子
岩
の
石
櫃
の
中
に
御
鎮
座
さ

れ
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま

す
の
で
、
御
遺
髪
を
お
納
め
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
女
の
「
お

ま
ん
」
の
嫁
ぎ
先
の
黒
木
氏
に
よ

っ
て
近
年
ま
で
御
法
要
が
営
ま
れ 

て
い
ま
し
た
。
初
代
の
墓
所
は
簡

素
な
も
の
で
し
た
が
、
富
士
講
の

隆
盛
に
よ
り
、
次
第
に
立
派
な
も

の
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

本
堂
に
は
身
禄
師
の
御
尊
像
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

敬
神
の
道
標 

④  

『
幕
末
期
不
二
道
信
仰
関
係
資
料
／

不
二
道

ふ

じ

ど

う

願
ね
が
い

立 だ
て

御
糺

お
た
だ
し

に
付 つ

き

御
答
書

お
こ
た
え
し
ょ

』 
 

岡
田
博 

編 

加
藤
信
明 

校
閲 

 
 

岩
田
書
院 

平
成
二
三
年
七
月
刊 

 

Ａ
５
判
・
３
９
２
頁
・
上
製
本
・
函

入 

７
９
０
０
円
（
税
・
送
料
別
） 

 

 

「
不
二
道
」
は
、
在
俗
の
富
士
行

者
食
行
身
禄
が
唱
え
た
教
え
を
核

と
し
て
民
衆
が
自
発
的
に
組
織
し

た
信
仰
集
団
で
あ
る
。 

 

食
行
身
禄
や
小
谷
三
志
の
教
え

の
根
底
に
は
、
理
想
の
世
「
み
ろ

く
の
世
」
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
使
命
感
が
あ
っ
た
。

そ
の
信
者
の
一
人
が
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
年
）
に
、
幕
府
に
対

し
て
不
二
道
に
よ
る
教
化
の
実
施

を
求
め
る
訴
え
を
起
こ
し
た
。 

 

「
不
二
道
願
立
御
糺
に
付
御
答

書
」
は
、
そ
の
訴
え
が
勘
定
奉
行

所
と
寺
社
奉
行
の
も
と
で
審
理
さ

れ
る
過
程
を
、
不
二
道
側
の
人
物

が
書
き
留
め
た
記
録
で
あ
り
、
不

二
道
に
結
集
し
た
民
衆
の
宗
教
観

念
、
社
会
思
想
、
情
報
伝
達
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
さ
ら
に
奉
行
所
の

審
理
の
や
り
方
を
知
る
た
め
に
も

役
立
つ
史
料
で
あ
る
。 

 

本
書
に
は
、
教
義
や
儀
礼
に
つ

い
て
詳
細
に
質
問
す
る
役
人
と
、

そ
れ
に
応
じ
る
信
者
の
質
疑
応
答

が
言
葉
通
り
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

不
二
道
の
教
義
・
儀
礼
や
、
信
者

た
ち
の
思
想
や
信
念
を
知
る
絶
好

の
手
掛
か
り
と
な
る
。 

 

本
書
は
、
上
段
に
本
文
を
、
下

段
に
詳
細
な
脚
注
を
付
し
て
お
り
、

そ
の
脚
注
は
、
編
者
が
長
年
の
調

査
・
研
究
で
蓄
積
さ
れ
た
知
識
を

駆
使
し
て
記
し
た
も
の
で
、
解
説

一
〇
〇
頁
と
併
せ
て
、
不
二
道
を

理
解
す
る
た
め
の
基
本
資
料
と
な

っ
た
。 


